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研究成果の概要（和文）： 「業」と「輪廻」は仏教の基本概念に留まらず，インド思想史を貫く公理である。この一
組の観念は突然に現れたものではなく，「ヴェーダ」文献における祭式理論の展開の必然的帰結である。このことが必
ずしも正確に理解されていない現状に鑑み，リグヴェーダ，サンヒター文献，ブラーフマナ文献，ウパニシャッドに亘
るヴェーダ文献から，初期仏典に至る重要箇所を選び，精密な翻訳，注解を作成し，その具体的展開を解明すべく努め
た。本研究の結果を信頼できる資料として出版することを目指したが，インド・イラン共通時代の死後の観念に関する
論究を加えて，近い将来達成できる見込みである。

研究成果の概要（英文）： The theory of karman and samsara (action and existence after death and rebirth) i
s not only a fundamental notion in Buddhism but also a sort of axiom throughout the Indian thought. This p
air of concepts did not suddenly apear, but were founded on the development of Vedic ritualistic argumenta
tion. Considering this fact is not yet understood correctly, the project aimed to collect decisive text pl
aces, to translate and annotate them precisely, and to elucidate the details of the development of the the
ory. A publication of reliable data is planned in the near future, which will include also an investigatio
n about the notion after death in common Indo-Iranian period. 
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１．研究開始当初の背景 
ヴェーダ文献研究と仏教研究とは，

Oldenberg, Windisch の時代から相携えて
展開してきたといえる。その後，仏教研究は
独自の領域を獲得し，仏教の経典と教理の展
開に研究の中心を移してきた。ヴェーダ研究
においては，インド・ヨーロッパ語比較研究
の分野における成果が著しい。このような 20
世紀後半における研究の深化が，漸く結び合
わされる段階に至っているように思われる。
特に，その後のインド思想展開の解明に鍵と
なると言われて久しかった「ブラーフマナ」
と呼ばれるテキスト群は，祭式文献という特
殊性と言語の難解さとからインド学者の間
にも近づきがたかったが，漸く研究が進み，
若い研究者も成長してきた。 
  「業」karman は「行為」を意味する普通
の語であるが，「輪廻」saṁsāra という語は
ヴェーダ文献には無く，術語として確立する
のは仏典成立頃と推定される。「輪廻」は，
本来，単なる生まれ変わりを謂うものではな
く，古い時代にあった死後の観念を継承する
概念である。応募者はヴェーダ散文文献研究
に力を入れてきたが，「業」と「輪廻」の成
立史を辿る文献箇所については，特に注意を
払い資料を集めてきた。“Yājñavalkya’s 
characterization of the ātman and the four 
kinds of suffering in early Buddhism” 
(EVS 12-2, 2005, p.70－84 <http://www. 
ejvs.laurasianacademy.com/ejvs1202/ejvs1
202article.pdf>), ｢Veda 祭式の brahmodya
と Samyutta-Nikāya I 1,2,3｣ 印度学仏教学
研究 43-1 (1994) 486－481，｢Yājñavalkya 
のアートマンの形容語と Buddha の四苦｣ 
同 44-2 (1996) 887－879 はこの主題に関わ
る。さらに，これまで得られた成果の概略を
『印度哲学仏教学』24（2009 年 10 月）に発
表し，重要箇所の一部を翻訳によって紹介し
たが，未解明の箇所や割愛した注解等が多い。
原典の性格上，そもそも，読みの確定から解
釈の吟味，根拠の提示に至るまで，詳細な検
証が求められる。「業と輪廻」に結実する理
論は，本人が地上でなす「祭式と布施の効力」
が死後どのように働くかをめぐる神学的議
論を軸に展開した。「祭式と布施の効力」の
展開次第は，阪本［後藤］純子，今西教授記
念論集 『インド思想と仏教文化』1996, p.882
―862; J. Sakamoto-Gotō, Indoarisch, 
Iranisch und die Indogermanistik, 2000, 
475―490 によって解明された。「ブラーフマ
ナ」と，それを引き継ぐ古ウパニシャッドの
議論が軸になるが，既に『リグヴェーダ』に
淵源が見られ，さらに，インド・イラン共通
時代に遡る要素の存在が推定されるため，
『アヴェスタ』に記述されるゾロアスター教
の死後の道との照合も必要である。「祭式と
布施の効力」に関する古い観念は，｢業と輪
廻｣の理論と並んで仏典に余韻を留め，ヴェ
ーダ文献には現れない往時の思想が記録さ
れていることもある (天人五衰，人間五十年，

入胎 avakrānti など)。議論の深化の背後には，
部族社会における父系の継続より「個人の存
在」が重要になった新思潮の関与が指摘され
る(西村直子，『論集』36，2009，69－93)。
これらの資料を網羅的かつ精密に検証し，広
くインド学，仏教研究，宗教学などで利用で
きる基本的資料として仕上げることを目指
した。 
 
２．研究の目的 
「業」と「輪廻」は仏教の基本概念に留ま

らず，インド思想史を貫く公理となっている。
この一組の観念は突然に現れたものではな
く，ヴェーダ文献における祭式理論の展開が
もたらした帰結である。そのことが未だよく
理解されていない理由は，ヴェーダ文献研究
の知見が広く共有されていない現状にある。
文法研究と共に進展してきたヴェーダ研究
の積み重ねは，漸くその展開の具体的様相を
文献に跡づけられる段階に達している。本研
究は，リグヴェーダ，サンヒター文献，ブラ
ーフマナ文献，ウパニシャッドをはじめとす
る関連箇所，さらに仏典などの該当箇所を精
査し，精密な翻訳，注解と共に提示すること
を目指した。そのような信頼できる資料の上
に立って，業と輪廻を巡る観念の具体的展開
を跡づけることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
リグヴェーダから，順次，個々の文献箇所

について，ローマ字テキストと異読・校訂上
の注記，邦訳，文法・語彙・祭式・解釈に関
する注解を作成する。それらの成果を考慮し
つつ，古い観念の余韻を留める箇所を仏典，
特にパーリ経典の求め，同様の作業を行う。
さらに，医学書，古典期の文献,ジャイナ経
典を取り上げる。それらを完成した後，文献
から得られた知見を吟味して立体的に組み
立て，「業」と「輪廻」の歴史的展開を跡づ
け，相互の関連を検討，分析して記述する。
それらの全てを，信頼できる資料集と分析，
概観としてまとめる。最後に，出発点として，
インド・イラン共通時代に遡る死後の観念を
確認すべく，『アヴェスタ』の関連箇所と照
合する。 
 
４．研究成果 
(1) リグヴェーダ X 14 以下「葬送讃歌(ヤ

マ・スークタ)」，X 135「少年と戦車」（本年
中に出版予定のガルシア・ラモン教授記念論
集に発表予定），I 105「トリタの嘆き」につ
いて，精密な資料（原文，翻訳，注解）を作
成した。 
(2) 同様の作業をアタルヴァヴェーダ 

(II 12, III 29，VI 123, XII 5, XVIII 4 に
ついて行った。 
(3) 同じく，ヤジュルヴェーダ・サンヒタ

ーのマントラ(タイッティリーヤ・サンヒタ
ーV 7,7とその並行句など), 同散文部分 (マ
イトラーヤニー サンヒター I 4,11, I 8,6



とその並行部分, カタ・サンヒター V 6, 
XXXII 6, タイッティリーヤ・サンヒター III 
3,8)を取り扱った。 
(4) 同様の作業を，ブラーフマナについ

て: シャタパタ I 9,3;タイッティリーヤ III 
7,5, III 10－11; ジャイミニーヤ I 17－18, 
49－50, II 54; アイタレーヤ VII 24, VIII 
15; カウシータキ VII 4，その他若干の関連
箇所について行った。 
(5) 同じく，古ウパニシャッド: ブリハッ

ド・アーラニャカ IV 4; カウシータキ I; 五
火二道説の諸ヴァージョン（ブリハッド・ア
ーラニャカ VI 9, チャーンドーギャ V 10）; 
チャーンドーギャ IV－V, カタ・ウパニシャ
ッド全体について作業を終えた。 
(6) スートラ文献から，ヴァードゥーラ派

のアヌアーキャーナ，カウシカスートラなど
を中心に，上記(2)，(3)に関連する箇所を精
査した。 
(7) 仏典から，サムユッタニカーヤ 

(Sundarikabhāradvāja, Kasībhārdvāja)とこ
れに平行するスッタニパータの諸節; マッ
ジマニカーヤ 38: I 256－271 
(Mahātaṇhāsaṅkhayasutta, 「サーティの邪
見」) ; 93: II 147－157 (アッサラーヤナ・
スッタ) ; ディーガニカーヤ II (沙門果
経), イティヴッタカ76 (83節: 天人五衰) ; 
ミリンダ王経 123ff.; クサ・ジャータカ 
(Jātaka 531話); ディヴャーヴァダーナ冒
頭部分; マハーヴァストゥの入胎に言及す
る箇所; さらに，「生苦」に関する言及箇所
を中心に，ヴィナヤ I 10，ディーガニカー
ヤ II 30, II 305，アングッタラニカーヤ II 
12; 15 とそれらの並行箇所; ガンダルヴァ
と中有に関するアビダルマコーシャ III 7; 
「人間五十年」の基となった アビダルマコ
ーシャ III 79 について，精密な翻訳，注解
を作成した。 
(8) その他: チャラカ・サンヒター IV 3

（医学書の誕生理論）；『アヴェスタ』からハ
ドークフト・ナスク (Haδōxt Nask) II 8を
取り扱った。 
(9) ジャイナ経典についてはもともと若

干の言及に止める予定であるが，未だ作業を
残している。 
(10) 上記の成果を基に，近い将来に出版

を目指したい。 
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